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　主電動機の低騒音化については，実機を用いる改造や試験測
定では，低騒音化対策の開発費が増大するという課題がある。
そこで，主電動機騒音の低減に関して内部の空力騒音対策であ
る冷却ファン（ある程度低騒音化されている）と回転子構造体
のローターバーの風切り音（空力騒音）について，汎用熱流体
解析ツールを用いて，シミュレーションを行った。

　主電動機内部から発生する空力騒音の低減を検討するために，
3次元主電動機モデルにより，シミュレーション解析結果と実
機試験結果を比較した結果，絶対値の差はあるがスペクトルは
近似した傾向が得られた（図1）。このときの主電動機回転子表
面付近の音響パワーレベルを図2に示す。

（鉄道総研報告，2008年9月号）

図1　3次元解析モデルと実測値の比較（約6000/min）
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図2　音響パワーレベルのコンター表示（dB）,6000/min


